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Abstra(:t

Therationalmanagementofanextensiveelectric powersystem,aS We11as

the expansion of electric equlPment,has madeit advisable to use a tele-

metering setin order to get theindication or the recording of a physical

COndition of the system from a distant place.

From the measurlng POint of view,the mostimportant part of a tele-

metering setis foundinits translating device which converts the measured

Valueinto an equivalent unit whichis transmittable and readable･By the

telemetering means employed,Hitachitelemeteringsetsareclassi丘edasfollows:

(1)Direct Sending Type,

(2)Torque Balance Type,and

(3)Carrier(impulse frequency)Type.

The丘rst type uses a means by which the measureユquantityistransmitted

asitis.Itis a simple and sure means.

The secondis a type of torque balancein which the measured quantityis

transformedintoD.C.milliamperes.Itfeatures simple construction and reliable

OPeration.These two means are applied to short operating distances,

The third employs a means by which the measured quantityis converted

totheimpulsefrequencyand transmitted through a carrier set.Thisis applied

tolong operating distances and multi-meaSurement.

〔Ⅰ〕緒 言

電プJ系統における遠隔測にの必壊刊〃頂浦川胴錘~)進展

と送電網の拡充に伴いますます増大しつ｣ある｡すなわ

ち遠隔地にある発,変電所の謂量を時々刻々に指示およ

び記録することにより,多くの人的,物的経費を節減し,

迅速確実な電ノjの運営を墨崩することができる｡

遠隠榔′王を計測の分野から見れば,Jl･土も甘嬰な部ぷ吊

測定量の懐灘~在式である｡すなわち測ぷ量を伝道に適す

る信一弓･に変換し,さらにその信弓･を指ホあるいは記録さ
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せろ方式がこの装mの件能を扶宣する大

る｡

な要素であ

l_l立製作所にこけ.､ては長期にわたる試竹研究と幾多の

経験上により改良を屯ね,性能の向上に努力し各方面の

需要に応じて

以下廿宣遠隔測に装r勘こつきその大要を述べる｡

〔ⅠⅠ〕日立遠隔測定装置の分類

∩:､撞誠糾ほ装r吉江土渕定量の変換ノノ式に√一丈りつぎのよ

うに分

(1)

(2)

(3)

するこ上ができる｡

直送式

トルクバランス式

搬送式(衝流周波数式)
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直送式ほ計器川変比器あるし､ま‡変わ盲L器:･′よ土■山けトJを也

接線路に送り込み指示計を振らす方式であるか宣,構

簡単で安定性の高い二±を特長とするっ

トルクバランス式;･主被測定量をこれ:二｣七倒した再二流電

流に変換し,この電流を遠方の指示計∴流r･う~ニヒニニより

測定する~ノノ式であり,捕造が簡単で軌作が碓※てあろっ

直送式と上もに近踊離川.七Lて什巨イノれる｡

搬送(衝流椰皮数)式は被測フこ量をこれこ対応した衝

流周波数に変換L,ニれを搬送装荷により†ヱ三送するん▲式

であり,伝送回路の影繁を受ける二′とが少(,主として

遠距離お上び多中二批ヒの軋′トニ川1∴!_1れる｡

〔ⅠⅠⅠ〕直送式遠隔測定装置

遠隔測定を行･:)場合,被測定量を糾芸連絡綿を介Lて

送量し,これを受量指示計こよって計測すれば混も什輌1

かつ碓′夫である｡

直送式遠隔測定~ん∫し:王送量側に持別な渕た量変換機偶

を要せず,指示計としても複雑な装置を附属Lないから

送受両所の距離が数kmの純岡に適用しても連絡線に考

慮を払えば指示喜呉差:まニモ±んごな･∵ト分極¶汗W勺を達す

ることができろ｢

受蔓伯り-

電圧喜†tJ】才突芸

第2図

位置指示計の直送式遠隔

測定説明図

Fig.2.

Schematic Diagram

Showing Direct Tele-

metering of Position

Indicator

訂罠用度圧芸連絡綿

変流冨漣紹満

当寺 集 別憫∴第10号

(り 電圧,電流の測定

慮止㍑計器用変圧器二次′混作を逓昇して経路の電圧降

下を少･二するニヒが考えられるが,通常訂儲甘変圧器の

容量二‡200VAで比較的人きく,また逓界柑変圧器の負

椚をも考慮すれば計器用変任器の山刀を直接送量する方

が有守｣である｡

走流J婆流器の二次を補助変流器に接続Lて逓降し送

量する｡一般こ変流器∴主二次電流5A,容量40VAであ

るから,これを直送すると線路インピ←ダンスによる負

j■=カミきわめて大き･∴U廿二伏し賛臣い｡したがって遁降m

変流器を設けて人帖に電流比を少くして送量する｡補助

要論器∴褒流比5/0.25A,容量15VA,変流比誤差1%

絨二し指ホ誤ガをきわめて小さくしている｡

電圧,電流プ~)ほかこ尋~L･らの組合せによつで志九 無効

電力ム上び同朋検定せ遠隔測定することができる｡

第】図け電流J竃世,電力および同期検定の直送式遠

隔榔′ヒ説明図である｡

(2)位置指示

発電機の案内羽根や冷却水ポンプ弁の関係など機械的

諸量を送

il'I二送する

き∴‡セルシン型の位置指示送信器を用いて

ができる｡この場合芯綿数:ま5木であり,

i--一過訓｣
∫Z′

f｢器用変圧蓋
l

l

†

I∴:
市l

㌻亡三才孟.｣讐妄邑

】

封

J:

b富転変正義

l l

■l

｣

lr~ 芸

附属抵抗器開展祀置指示計

l

.佑∫zC

Z
l r

ト

｣

■

+∴l

J l

ノ
√

逗滝綿

第1図

電流,電圧,電力何期検定器

折髭≡ の直送式遠隔測定説明図
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切換リレーを川いれは指′･J三▲ミ■1･肘l】として多放しり緋L量を

計測できる｡

貰2図川棚皮丁､ンニ杵指′j仙ユ圭ぺ遠｢摘冊王装汗■-'二い高川川封て

ある｡

直送式遠隔測㍍そ行うに当って∵り缶~立県ぷ左少′･こする

ため前述のごと上達路線の仕棋を吟味する必要がある｡

すなわち設計卜適当な綿径を要するの:い′､うまでもない

が,長年Hの側汀m二対して揖阻縁砥杭伍~卜せず,耐湿性

を什寸一るこしとが必要であく,∴他用芯組数り湖`′j三=糾)相知

おょび遠方監視刷抑装杵二仰lトト∴＼･㌣1一言;了J)田植長示

教からり七;仁され〔)｡

連宗吾報土してけ,絶緒耐力い繹隼変化が′トニい二'二が

望ましいので,一般にポリエチレン縦線1ごニールシ←ス

電磁遮蔽付多芯ケ←ブルが川いL､〕れキ:)｡守J二経路に･㍑保

安用避雷器を接続し,その附屑エア←ギャップの傲慢榊

始電圧をA.C.1,00DV･

500V程度に進んでいる;､

宗器の地温l帥肝疋は漠A･C･

〔ⅠⅤ〕トルクバランス式遠隔測定装置

本装置は被測に量をその発′卜する榊云ノブと等しい回転

力を当二ずる直流電流に変換し,こび)直流雷流な遠て指ホ

言卜に流すことに上ぎり粛租州′′i三和廿-∵いけ･∴~匡-キ:)｡

(り 動作原理

第3図けイく装汀′■早朝酔頂理説明阻手打㌦

測定要素お土び㍍∴=lこ通♂~)=川加裾｣l■く卜j■けFJれてお

り,鏡より反射する光束∴一丈2筒J~)光電/i~■1ニに投人され,真空

午?の格子電圧を変化さ1とる.っ陽桁電流け平牧頂弄お上び

指示証せ流れろけえ鏡･ニt州7i三婁ブ1′;1照付要フ恒~中腹川が

等し･てなる位細二で品仁J~→て)｡したが/~)て､冊1腰二{汁ニノ王

わち指ホ計を流れと川r亡流泥流を諒直こ土∴Lり被拙;三景

を知ることができる｡

第4囲い汗1__たTQB71し丹ルクノミランスぺ遠棺押詰勘･リ】】二

の外硯図である(⊃

(2)本装置の特長

(A)装笹が搬送式の几針上皿し･きわ甘｢ご抑11一てあろ

ので近抽瑚=ト】としてノ1⊥適てあノ:J〔

(B)誘ラ掛二よる誤ノ1モを｣∴∴ない｡

(C)操作電源電圧お.-Lび川波紋の変動,経路祇拭お

上び管球顎呵■冊恒~)変化にJ二り=∵二んご.‡呉ブ■一三を三1二

じない｡

(3)保証性能

標準状態J)誤差….‖….7i三格†l/け)ニヒ1･5%以内

電源電圧-30～+20%(け変動にJト~左誤ガ

`.′ヒ格伸二♂)±1%以内

電源用波数±4へノの変軌二叶1~る;flL~ミ差

ン.ヒ格†l｢り)±1%.以l勺

定 装

､-1､､､-､‥≡､
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第3図

Fig.3.

第4匝I

Fig.4.

トルクバランス式遠隔測点 置説明図

Schematic Diagram of Torque

Balance Telemeter

TQB型トルクバラソス式遠隔測定装眉

Type TQB Torque Balance Tele･

meter

【二Ⅴ_1衝流周波数式遠隔測定装置

(1)概 要

l】｣二王衝流式遠隔渕ぷ装細工被測ンE呈上一定の関係を有

する 発止する送還変換装置,′受量側iこおい

て衝流用沌灘∵尤じた正流電流･ニ変化Lて指ホさせる受

童変換装常宣._1二び両矧旧甘を連絡し衝流†言÷を伝送する

搬送矧■T上隼成っていろ｡

第5図(次~1仁一沌燕りけ本装世の動作臨地略図せ示す｡

回申選一量器の断続器･:･封批走される電気量と一定関係を

も/)てr叶1日する誘矧~引寂哩甘一器である｡l~1~]板には多数の

スリットがニi~迂けてあるので,光源ランプの光束は円板が

回転するとこのスリットに上り断続されつ｣光電管に照
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第5図

Fig.5.

搬送式遠隔測定

計 測 器

置説明図

Schematic Diagram of Carrier

Telemetering System

定速回転績輪

l

｣.コ

■

l■■■一

?J

光源ランプ

第6国 電力:送量器説明 図

Fig･6･Schematic Diagram of

Power Sender

射される｡Lたがって光電管より流れる光電師〕断続Il可

数はlリ板の回転数に比例する｡すなわち被測定量七一定

の関係を有する5～30′､の衝流周波数がえられる｡この

衝流は増幅され搬送装置において搬送波を変調した後,

適当に電力増幅されて線路に送山される｡

受量側においては搬送装置で被変.紬皮を復調し,再び

送量刑と全く何→の衝流に視元する｡こ抄衝流㍑受量変

換装置に印加され,その川波数:二応じた底流電流こ変換

され指示計あるいは記録計を動作させる｡

被測定量が機械的またほ物理的諸量の場rTに:一丈これら

を一旦電気量に変換して送量断続器こ供給する｡

本装置の特長土してつぎの点が挙げられる｡

(A)遠距離に伝送することが可能である｡

(B)多数の量を測㍍することが可能である｡

(C)精度,感度ともにすぐれている｡

(D)電源の変動あるい:土†云送i~棚堵の持性変化により

指示に影響がない｡

雑音の影響が少ない｡

走速回転･こよって衝流用波数の最低値を一定に

してあるので指ホ零三枚障の場合とを容易に判ケjり

できる｡また指示に止負のある場〔㌻も目盛ること

特 集

交流電源

電圧変成蓋

号

定速回転緑給

第7図

Fig.7.

別冊第10写一

沌凋蓑】望用紘抗

電 仕 送 量 器

光渾ラゝプ

明 図

Schematic Diagram of Voltage

Sender

平衡電車

あ 】 J仰

-テ
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第8図

Fig.8.

定電圧交流電源

温 度 変 換 機 構 説 明 図

Schematicl)iagramofChanglng

Mechanism for Temperature

Sender

が･り能てある｡

(G)搬送装置は保守に位なるょうり寸こ考慮されてい

る｡

(2)送呈変換装置

本装置㍑送量変換器と商流増幅器より成る｡送量変換

器こ用…算電力計と同一の構造で,駆動要素:王被測定要素

と芯重要素とからなる｡被測定要素は渕完量こ応じてI｢j

板に1坤転力を発生させるものであり,品蓮安射士定電仕

装置によりItl板二一定回転力を与え,街流の最低周波数

5へノをづ巴上させるためのものである｡

定速要素の円板に･こまスリットが設けられ,l~り板の回転

に応じ光源ランプの光束を断続し, 壱管により回転数

こ比例した衝流周披数を発生させる｡すなわち被測定量

と一定の関係を捕った衝流周波数がえられる｡

直流増幅器:よ光電管の=力電流を-l･分な出力に増幅し

て搬送装置:二送廿.する｡この光電流の増帽こけ里別の考

がこ~王らわれている｡

つぎこ代謝Ⅰ勺送呈変換方式について述ノミる｡

(A)電力おょび無効電ノブ

測定要儀｣積算電力計と全く同じである｡

電プJ潮流に正負のある場たは こ相当する回転数
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を走速要動こより与え,j上員の電力を指示させることが

できる｡

第`図は竃ノブ送呈器の説明図である｡

無効電力送妄と器の場合には計器川変圧器および変流器

の接続ん拭を変更するのみで送量指圧上ふけ_)J募∴γと仝･こ

同様である｡

(B)電圧および電流

第7図｢上電圧送量器の説明図である｡

電流の場侶糊り定要素として磁極の一服二院Jl豆線幅を

設け,移軌磁タ=こよる回転力をl一丁板に雪己fl二させる｡

(C)温度送量変換器

第8図出足J主∈送呈変換機偶の.i~石川‖計ごあろ｡

これは発′.1封薇や変ノニl三器の温度を`i~に了ノi■▲;ニ､】硝潤晶偶によ

り測ン上し,これを送量器の入ル混気量に変換する装吊で

ある｡

図に示すごとく,サーチコイルミ･こヒホイートストンプリ

ッヂの一辺になっているので,湿度によりその抵州直が

変化するとプリッヂに不平蘭電圧を生ずる｡これを増幅

して平衡電動機をl帝転させる1,温度の汁降すなわちサ

←チコイルの航杭偵の増減により`.宣軌機の回転け正逆虹

しブリッヂが､;た衡した点にお十て仲｣上する｡平循j電朝機

の軋上にほプラッシュ β2が井川三されており,摺動張杭

器忍l㌔上む摺動し,断続推の駆動コイルに流れる電流

伯を変化さ-l_とろようになっている｡駆軌コイルは二つの

H板にそれぞれ設けられ,プ工に逆ノノ▲l｢1~jに川1ヒ:ノブをて芭!卜す

る｡したがってlリ板に二/-)のい一帖りJの差により回転す

る｡

に温度が｣托低のとき二つの駆動コイル電流が写しいよう屈坑を調整してあるのでIlj板にを-エ回転ノブを発生しな

1ヽ 温度が1二昇するとβ2が移動し,二つの電流にご･ニが

′土じtl｣板に回転ノブを丑ずる｡すなわち｢11板にはβ2の付

帯に応じた回転功が与えられる｡測定要素の電酢.工1､巨竜

圧装前により電圧を一にに保ち,電爪お)こび周減数によ

ろ諾け圭卜少くしている｡

ナ
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ー
ソ
パ

増
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第10区I

Fig.10.

(D)水イ_､l二送量変換器

第9国は水付二送呈変換器の説】~胴囲である｡

本矧勘よ水位の送呈変換器として使用すろ｡図に示す

ごとく,水付二の上~卜によりフロートを動かL,コイルエ

の鉄心を移軌させ,コイルのインダクタンスを変化させ

ることにより｣析続器の駆 コイル電流を変化させる｡温

度送量変換器の場合と同様に駆軌コイル川-リ板に/~こに逆

力向に回転功を与えてあるので,l｢J椒は二つの回■I打力の

差に応じて回転する｡水位サ)最低の亡きは二つの駆軌コ

イルの電流が等しくなろように調整されているのでIlj板

には回転力を発生しない｡水位が上界するとコイルのイ

ンダクタンスが変化L,二つの駆動コイルの`電流に差が

生じlリ板に回転~力が生ずる｡すなわちlリ板には水位に応

じた回転数が与えられる｡測定要素の電掛こけ宝電任装

置により電圧を一定に保つとともに,回路′献裾二特殊の

をはらい電ノー巨持に_周減数の影響を少くしている｡

本方式は可変インダクタンス方式であるので,機械的

摺動部がなく水位の送還変換器として寿命わよび保守の

点にわいてすぐれている｡

(E)直流送呈変換器

第10図周古流送還変換器の説明図である｡

第9図 水 位 送 量 変 換 器 説 明 図

Fig.9.Schematic Diagram of Water Level

Sender

調電 変遽

藍圧 虎屋

岩 国

〝/

l

】

｣

占-
l

-

β〟 --｣∴川

回充
1

路地一 存
■正1

口 匡已

1

増光 同郷

幅電 )戊流

星流 数

直 流 送 量 変 換 機 構 説 明 図

Schmatic Diagram of Changing Mechanism for Direct Current
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木装品甘サーマルコンノ∴一夕∵王㌧■し引七較的′トJ･.い川L

を衝流周波数に変換するたどパニ川-.､られろっ

動作原理は白鍬椰願虹l礪ノノJ▲〔であろ1すなわち被測

完量(本流電圧)と比例Lた衝流周彼朋美牒当L,受量

側に伝送するととも:ニノ師友数:二比例した直二流電圧を井川1

し,これを人~川別に餞還L-て心力電ノ上土平衡ごせ宣~ノノ■式

で,被測定量と全く対応Lた周波類がえられる｡

第10図において被測に量をg宣,衝流周減数を′,餞還

される両流電圧をEβとすると,g∴た五放7巨いほ告(佐述)

によりえられるものであてJか⊥二J,JL㌧い㌧苦り【:二比†叶･)てjr

すなjっちE｡=ゐ′ となて,｡ただし あく∵針

㌧
■
-

▼
わ
ル (,｡Eす

とj㌔の差電瓜エ,チョッパー∴二iニー･〕7･ご～jてこ∴変換ごj~1,

さらに増幅はれて平衡電動慨せ回1iノ∴こ一車上｡ヤ晰電動恢

導
未乃

→
一
二
‖
‖は 旺調整器刹･丑虹L,その日力電圧すたわち断続

器の入力電圧を調整するので断続器叫L仮の州庁敗が要

り,衝流周波数を変化ごせる｡ここで断続器J電力送還

変換器の場合と同一のものを使用する｡以卜の操作:ヒ

軌 とEβ との間に差がある問,両者がTしくなる~モで

行われるから,平微献態で三三E｡=E｡=ゐ′ となる｡し

たがって被測定量E｡㍑二れ七全く比†軸的関係∴ある周

波数に変換される｡

木装r榊〕特良上してぃー記･リーごさこき~･~仰け二)i‡げご､jjlてJ｡

a･I′1勒fil制限敗平衡んぺであ㍍いて柑作.~最帰宅圧如上

び

b.

C.

波数の狩野む壬廿甘∴

断続器叫一川こり)[て･‡響を一三け1∴㌧

平衡電動憫∵Jり駆動する〃~)て梢度,感J斐二も･iニ

Jミ=;】い｡

d･摺軌祇拭烏∴■肋機械肘掛裾服､こ二J王1､､し,)てH願件甘

~ノこ.きい｡

本装花ほ各姉別7E量の送品変換器ヒし.て仙川二~カーLくj｡

たとえば,電ソ川り定±してサーマルコンパ←タの直流誹

九 温度の測定ヒL･てサrチコイルの直流電=三の変化を

利用する場合,あるい二上船;rT電力の再伝送(後述)㌔‡

応用面が広い.｡

第11図ほTFP-A型仙:流送温変換器の外用キホす｡

(3)受量変換装這

受量変換装～勘‡充放電回路おょび指ホ計器‥iJ錬計器

により構成されるっ充放電･二購裾手簡流粗波紋こ応じた頑

流に変換する装苗てあり,継電器式ヒサイラトロ:/

式の二種顆がある｡

(A)継電器Jl〔了L二故㍍l∫_il終

幕12図は継電器∫〔五臓.一にi･購告を示す｡

継電器として日立2301-HI有陥継電器を使用する｡

第12図において上~信二接.点が請いた土きClは忍1を

通して放電しC2は一定電工lミgに充電される｡この充電

電流は指示計を通って流れる｡ヰた下方に接ノー1げ乱､た

第11図

Fig.11.

第12図

Fig.12.

TFP-A雅直流送量変換器

Type TFP-A Direct Current

Sender

I

†

有極糾電器を川いた受異同路

ReceivingCircuitUsing Polarized

Relay

第13図

Fig.13.

受量†l了2301-ⅠIl有極耶電器

Type2301-HIPolarized Relay

Used as Telemeter Receiving

Relay

とき上土Cl:七光`r宣されC2･㍑放満目~る｡克ノ.正電流の時定

数を接ノJ-こく♂〕接触1､川～はりニュそ:jか∴小さ･∴JよろようこCl

忍1,C戎㌧浩亜1二を選び,か/~つCl=C2=C'二守ろり旨小計

ろ∴)了油j:J~n読イ:=じぺ∴てノミわし二､与れ～∴

ゴ=2J℃E

すなわちCおよびEを一定ヒすれば,指示計の電流は

衝流周汲数に比例する｡継電器･:ま一度Tv､ずれかの接点を

ば1し

ー
つ
ペす成閉 の加齢

一
へ
■
｣

-

▼乃ヱハ中止
れるまで:､土たこえ電流が零

になってもその間成を保持するいわレ1)る鎮定位型である



∴

第14凶 サイ ラト ロ ンを用いた受量回路

Fig.14.Receiving Circuit Using Thyratron

伽

㍗二二†こ

岩

第15図S別型電力指示計

Fig.15.TypeS24Power

Indicator

ノ`斤レ

､､;

から,励磁電流J)要軌波形に上る景･壬禦が少な′1信頼件が

向い｡

第13図は有極継電器の外観図を示す｡

(B)サイラトロン式充傲健神路

第11図ほサイラトロンJ〔克肘i掛･ほ各た′･了てす｡

第14図において衝流入力は王⊥クトランスrに印ノ川さ

れるので,その二次にピrク電圧を発生し,サイラトロ

ンn,lちはこのピ←ク電圧により交互に点部ぶれる｡l′1

が点弧するとClは充電され,C2は放電する｡したがつ

て継電器式の場合と仝′′こ同様指示計には衝流.周波数に応

じた

-
-

虐 流が流れる｡本〟式ほ継電器方式に比し周彼

数が高い場合でも安定に動作し,かつ比較的指示計の電

流が人きく取れる才こ■f長を有している｡Epはサイラトロ

ンの格子偏佑電圧であり,サイラトロニンの臨界電圧以下

に保っている｡

(C)指示計器および記録計器

指示計は｢tjt S24ノ甘あるいはSR25利■旨ホ計た佐川-⇒~

る｡

第15図および第l`図は本装置月｣指示計の一例をホす｡

指示計目盛板にはノ輔皮数｣]盛を施して,別に設置され

た信号発信器により耐召周波数を模擬衝流として受量器

に加え受量側単独で装置の較正を行うことができる｡

第16図SR25型水位指ホ計

Fig.16,TypeSR25Water

LevelIndicator

第17国

電子管式自動平衡型記録

計説明図

Fig.17.

Schematic Diagram of

Electronic Autobalan-

clng Type Recording

Meter

遠隔側に装嗣用受呈計器として0･5級のご-二き高性能

のものが要求される場合には電子管式1_｢l動平衡型記録計

を使用する｡

第17図(.t充放司訓~り岸吾±糾｢γせた電了ノi◆･1=式l上-1即r珊叩記

録計の原川をホしたも什~ご､ある｡

充放電回路の一意流ほた2/C丘■にて表わされるこ上こ上

すでに述べた通りである｡机杭私には充放電電流ノが

流れるからαノ上の電位をⅤ¢とするとⅤα=上月lである｡

ゐ点の電イ､1二Ⅴぁ∈川帥て斤yのブラッシの位苫に上り正月

る｡Ⅴ皿,Ⅴムの発電ノ_Eはガタ2にて交流に変換され,増晰

器にて増岨にれて平衡電動機な回転させろn平衡電動機

の回転軸はRVのプラヅシと機械的に迂軌し,かつその

回転方向ほⅤαとyらのいずれが~高し■､か低いかにより正

道来しγα=Ⅴムで平衡し停止する｡Ⅴ｡は充放電電流′

により変化するから平衡状態において∂瓜･土∫の伯によ

り移動しかつ両者は仝く刈宜している｡したがって∂点

を機械｢l′･Jに連執すろ指針ぶ.上び記錬ペンに･jこり充放雷電

流すなわち測定量を指ホ｣~言よび記銘することができる｡

本記録計はlて記のごとき特長を有している｡

(a)電位差計ノノ式である放て⊆E源記圧および周波数の

影響を受けない｡

(b)■平衡電動機によるl二l軌平衡力式であるのでトル
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クが巨分ノこてあり,計器直摩擦なご∴土る言ジミノ仁を

ノトじない｡

(c)信一;拉)変化に対し適応什がれ､｡

(d)

がない｡

第18図

Fig.18.

Lてあるのでノミルス♂〕脈動の形響

QV54型電子管式自動平衡型記銘計

Type54Electronic Autobalancing

Type Recording Meter

ミ∴:こニム

別冊第10号

まけ生徒上してこ三才ゴ上そ卜占山J迫りである｡

(a)怯準状態にふける誤差 指ホ穐聞の0.5%以l/｣｡
､

l

茫山裾任1.標 才iける感度 指ホ岨珂の0.5%1ユ上｡

電源電丑±20%仁周沌飢-4～+2%の変動に

対してし甘差がない｡

(d)梧準状態∴オ∴､て】~一塊の90%移則するに要す

引!引~Ⅲ∴50｢しの上き約5秒,60へノの±き約4

秒てあノニノ｡

(e)電源 A.C.100V約40W.

第柑図:土=立QV54郡EH~告u牛助平翫埋.恐練計を

ホす｡

(4)搬送主装置

搬送式過鯨勅封闘矩沌謎磯路は掛笥射紺一一､る場′-｢

と,電力線を川いろ場r′▲ト上がある｡この両君の場.′γに対

し搬送装拝の構成㍑多小異り,葦19函:ま過イ言綿搬送式遠

隔測定装r~岸のl班掛㈹成を,麓20固け.｣丘ノノ綿搬送

フこ装苗叫棚弥=帯成の一例をホす｡

受量装置

第19図

Fig.19.

′W

通 信 線 搬 送 式 遠

Schematic Circuit Diagram

for Telephone Line

返重度置

隔 測 定

第/

チャンネル

如ク
チVンノ7.Jl

蓑 迂 回 路 略 図

Of Carrier Telemetering System

這外装置 線路屋外.装置 更墨男貢2書

第20図

Fig.20.

電 力 線 搬 送 式 遠 隔 測 定 装 置 回 路 略 図

SchematicCircuitDiagramofCarrierTelemeteringSystem

for Power Line

遠隔測

チャンネル

-､-

チャンネル
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周波数配mけ膿送.にぎ揖r]披軌を直接衝流こ上り変調し

て送=すろ〃式七,搬送用皮類の非 群.J二して搬送電信

と同様に425′､上り170～=W掛川阻送電流美偏描に上

り変調し,これをごらに群変調･:二上り任意の帯域に醗こ左

するん~式上がある.っ前者の場.′㌃:t装借上して:‡簡甲にな

るが,班川J棚皮敗帯域が広ノこなり,佐一音の場侶一装置は

多少衡維こ′1るが,仙川j椰皮敗帯が こなる利点がある｡

第21園 丁乱4-12型搬送式遠隔測定装置

Fig.21.TypeTM-12Carrier Telemeter Set

Left: Transmitter

Right:Receiver

第22図 BM-52剰〕㌧;三隔制定送最装毘

Fig･22･Transmittcr of the BM-52

CarrierTelemeteringSystem

この二つの1~式はいずれも`長用化されているが,二者の

うちいすれを選ぶかは,一に快川しうる周波数帯域と,

される†云送路数により適眉誹定されるものである｡

第19図は直接変調ん式によるもの,第20図は群変調に

よるものである｡電プJ綿搬送式こおいては,搬送電流周

波数が50kc以上の高周披になるために,遠隔測定の各

伝送路を分離するたげ)に凋洋変f_短調を行わざるをえない

から,必然的に装吊月複雑になる｡通信線搬送式におt･､

ても群変視調ん式な用いる場合に=甥粍0図と類似の回路

となる｡

発振ん式ほ第一-･変.跡ハみ搬送減電流ほ,l′†励発信で十

分であるが,第二変調以降に対してて.-t,音叉水晶なごを

用いて,独､=司期の.ん式を採川している｡遠r 測定の各

イム迂路:封印皮放帯域が狭いため,｢利伸しりごれ㍑10′ヽ以

下でなければならない｡この点が搬送品i.1よりも1T■J‖如~)

仕嫌が要求される所以である｡

第21囲,第22囲お.tび第23囲㍑搬送装吊の一例上Lて

その外剛をノ･jミしたものである.｢

また近レIf~1離あか∨､沃【

声■■壬が川いられる｡

J±して∵上TFP型搬送装

第24図(次~貢参照)H=宣TFP里搬送式遺跡饉洲は

装超の構成を示す｡

本装置の主要な回路㍑つぎのニ∵±くてある｡

(a)変調l拉l路

変調ノ石畑J=殊の抑制椿_J′一変調を=い,発振器より送

け-さj~した搬送舶皮な衝流にて変調する｡

第23図 BM-52利通隔細川三単量聖主罷

Fig.23.Rcccivcr of thc BM-52Carrier

Telemetering System
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崩=諸

.･･ヽ･､

雲 量 装

別冊第10号

節24図 TFP聖上搬送式遠隔測定装置回路構成図

Fig.24.Schematic Circuit Diagram of Type TFP Carrier

Telemeterlng System

(b)送仁冊l帰回路

高周波一竜ノ川榊品結であり通H常CZ-504Dにて電力増

帖を目し､,経路:二被要言鞘皮を送出する｡

H ル………………… げ準 +10db

最ノ(+15db

(c)線路鳳皮器

音声電流と搬題.r.■i｣披電流とな分離するものであり,送

呈および夏量装紆二それぞれL設置されている｡

(d)受信増岨回路

送信増幅器㌧こ王こぞトー~トである｡

(e)侵調川路

た属整流器j-iよび確汲回路上りなり,検波して衝流に

還元L,低周減便流を取出す｡

(f)試験か上び警手帥-1路

榊巨竜忙,電流およびレベルの測にむ行■､,またヒー

タあるいはフューズ断線の場こγ警報を出し,保守.･チ∫､倹に

使なるよう考濃している｡

本装置の特長としで~F`記の事項が挙げられる｡

(a)構造が簡単であり,保守が容易である｡

(b)一般の搬送装置に比して廉価である｡

(c)電話との共用が可能である｡

(d)近距離(伝送損失酌15dbまで)川∴量

る｡

第25囲は本装置の送量および受量装置を示す｡

(5)性 能

搬送式遠隔測定襲置が特に高精度控必要とされる場

告γ,その性能を例示すると~~tこ記のごとくになる｡

(A) 綜合誤差

(a)標準状態における誤差 定格値の±1%以Fパ｡

標準状態とは定格電源電J王および周波数,用

度における場子γをいう｡

混(b)1註源1~釧三の要約

-30～+20%,電源同絶類の

変軌-3～+2′､｣~iLぴは‖司さ説度の変化200±15

0Cに対すみ誤差……….7封帥'tの±1%.以l勺｡

(B)速肘･′!;

榊〉ヒ量が苓丈りラヒ格桁責でおよびちE伍備より零まで

第25図 TFP型i般送式遠隔7則定装置

Fig.25.Type TFP Carrier Telemetering Set

Left: Transmitter

Right:Receiver

変化した場h 指示計の指針が静止するに要する時

間…………………………‥2･5秒以内｡

(C)指針の振動

1/10目盛において1mm以内｡

(D)線路損失の影響

伝送線路は通信線または電力経とし,電力線の場合ほ

大地帰緒方式を採用し,つぎの条件で止常に動作する｡

(a)標準動作損失 通信線30db 電力線40db

(b)信号対雑音比 各通信路…………20db

電力線……..….20db

(C)レベル変動 通信線………･±10db

電 力 線.‥‥…‥ ±10db

(d)レベル偏差

通信用ケーブル使用の場合皿30dbまでの偏

補償しうる｡また電ノ]維を使用すむ場合は電力線の

持性∴20dbの隔たを補償しっる｡

ーー･････116･･【･･･一
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第26岡

椅算揖力遠Ⅷ扇測定装置

説明阿

Fig.26.

SchemaLic Diagram of

Watthour Telemeter

〔ⅤⅠ:〕特殊量の遠隔測定

以_上け一般性ノ川り定量J)J坊｢｢てあモ〇が持株J刷淀嵐山

場｡′γの遠隋甜｣1LノノJ▲しにづいて述∴こるて}

(り 積算電力遠隔測定装置

遥遠川帖ニムいて損拝見~ノノを∫汁こ達し,そ再廿二をそけモモ

せ景側にtt■1二j■紬三選L,抑it∴二‖い_別々山地貼~昆ノノ呈を指

小させる矧l′l二てあろ.､

第2占図乙ノ㌻L本装宣レ山甘理ふ川‖』をノJミすし

送呈捌ではl~仁うヒY--32GCせは点付二川待井一にノ‖■こを

肝､､計量器最低字数が一つ上≡こ･巨=毎∴,接点①がカムレ刃■貞

点からはずれ-サ投入こ上りほ点(カ上は触い｣｣路を洋才じj別1~:

′走7パ仁を受信器に†云送する｡つぎに接∴〔､〔㊥がカム〔現▲勘1f､か

ら･:~りごれ接点(力上のは触がすみやかに聞かれ操作泥流が

切れる｡受量刑でけSC里精算電力ほ弄計により送信器

より送ら讃しふ操†1一環品二より電磁左イ~fを作軌L計量数字車

を軌かし送信~器ヒ1モくトjし.汁違を指ホさ-り:るり

第27図はY-:i2GC型緑藻用㌻畑計をイす｡

第28図はSC～1一昭庸雄ノJ指ホ.汁を:･Jり▼｡

(2)測定値の綜合

送呈側ム.-1二び′_音量榊Hイ十~仁軋/■■.-し下_)エリに方1_｣~⊥二｣れ,

青竜~ノ持ト±Lて多･二=いこごノれる｡

(A)送呈側綜.′r

(a)綜合変読器こ上る~ノノ~法

､〃｡し:,･
中小

この方法㍑発電拍け)同一母線:ニ接続された発電機J)発

土1音ノブの綜iイγな土■∴住巨ゾ､れ,第29図｣t綜｡1変流器に上

る`.二に~力の綜〔丁ノ〃＼を′▲｣ト音~｡回:∴･Jミサご上く,要流器の二

湘榔二綜吉卦ノr溝を掠続し電流し-1ノレを綜.′･rL,ノ.注=二川】り

-･しりほ線_Lり供㍑し綜.ノ十j~るん一⊥しでふ六二■:ノ.,

(b)精甘お山計･二Lて)~プノ法

異系紡い綜∴~:揖=二し′,)牲/ノ亡くJlとJ∃′r｢仰1て.∴端′-∵.丁字IてJん一l

沃てあろ｡町郁雄けニリ山測宣要よ=周り系統∴接続こごれ

第27図

Y32GC職種_制~に力計

Fig.27.

Type Y-32GC

Watthour Te且emeしer

Transmitter

■--･117･-････

第28囲

SC型積算電力指示計

Fig.28.

Type SC Watthour

Indicator

綜合C.r

節29LざI

Fig.29.

綜rれ-

C.r.に..ヒ
･･-･◆

■
-

･○ 了桝:バ ガ式

Totalizing Used Totalizing C.T,



日 集 号 別冊第10号

(､こ7､

第30図 積 電力計に よ る 綜合

Fig.30.Totalizing by Watthourmeter

Mechanism

甘粕電力にて勅作する｡したがって各相が平衡している

場合に簡埴な綜烏ノノ式として川いられる｡

第30図は積算′震力計に土る綜合~方式をホす｡

(c)トルクバランスによる~ノノ■法

第31図はトルクバランスによる綜r‡ノノ■式を示す｡

異系統にお1.､て完全な紆｢沌行う場合この'方法が川い

られる｡図にホすごとくトルクバランス変換器により箇

々の砥力を直流に変換し,この直流を綜合する｡綜合電

流･粗布流変換器こより衝流石耶皮故に変えられる｡

(B)受量仰臥′γ

第32図亡工受量側こおい｣~こイ∠三通された批巨星の綜吉ん式

をホす｡

図ホのご±∴ 品々の充放電回路の′音源を共通こすれ

ば,指.･ふト材にけ各指ホ計几1,雅および〝jの㌫流

の和すなわち音調1ヒ量の綜′.′γ伯を指ホする｡

綜吉†L【■~托さシーノ:二伝送する場合･こほすでに述∴た再読送

呈変換器な依=jするコすなわち第32図におけか綜合電流

言にj七例する壇品詞細三を取出し,直流送量変換器二人れ

ると電流に比例した衝流榔皮数がえられる｡

〔ⅤⅠⅠ〕遠方 自動制御への応用

近時発,送変電系統の急速な拡充に伴い,系統の運用

は複雑化しつつある｡このような大電力系統を行列相′パニ

川しかつ電力(7)質的向卜を二王かるためこは遠隔測定装

置の･ケでなく周波軌あ㌃い㍑電力たごの自動制御が必要

とごれる｡すなわち遠｢ と糾.′γわせ7■二日動制御

が不叶ク(モなって来た｡したがって遠隔湘は装苗㍑制御

系の一部ヒLて入って来ろた琉,そ紆性能ほ相通,速J.L

度伸二安お度の向上なご,高度のものが要望される｡

Cr

第31図 トルクバラ ンス変換器によ る

綜合方式

Fig.31.Totalizing by Torque Balance

Converter

節32図

Fig.32.

エ=8/+12+乙J

=Z(f(石+汚◆ぢ)

受 量 綜 合 方式 説 明 図

Schematic Diagram of Remote

Totalization

[｣正妻豊作所は四｢和宣力株式会経と♂)協同研究によ中本

邦における最初の作動周波数調麿を製品三して完成,椚

和29年31~-j同社松尾川第一,第二発電所二設置し,爾

順調に運転を続けている｡

この装置の｢~11二二㍑水位遠隔抑眈装置を用いているが,

自軌周波数制御を行うについて重一変なる役割を･:よたして

いる｡

第33図ほ自動周波数調整装崗のブロックダイヤグラム

を示す｡

水付遠隔渕ンヒ｣土すでに述べた~ん式を上り,受量側にお
､

･廿
休型

一
r
｢篠平

き
ー
イ

ルrl
千電

r｣

､
- 1し才ころて附を佃矧

二=11

は水位二を指ホ.記録する土ともに,周波数調整に必委竃媒

作機構を¶するものである｡

第34囲Ji土び貰35図はそれぞれ電了ノi~■1二平衡型水位記録

調節計の外観おょび動作原f_!Rを示す｡
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第34図

Fig.34.

隔 測 定 装 置
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把手
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子菅平衡型即夜亀三己総計

第33図

Fig.33.

いr〉l
//1畔)J

/くルく腰!.F

川乙て 告

周波叡東化寧検出部

自動周波数調整装置のプロ

第?/芋
打/り

諾∵岩三9印

ヱ憲二環n勺望IJ氾】ド仁:⊥る≡ニモわ

ー､､:･.J

第パ貧Z聞達絡紹

ツク ダイ ヤグ
ラ ム

Schematic Diagram of Flat Frequency Controller

電力管平衡型上水位記童藁調節計

ElectronicIndicating Type Water

l.evelRecording Controller

〔ⅤⅠⅠⅠ~_]結 言

以_tエロ立遠隔測定装置の大要につい｣こ述/こたが,~本装

置は未だ新しい技術であり,今後の進歩,発†良び~)1ミ地が

充分残されている｡

遠隔測定装肯は電力了1主`業の運営上欠1/こかr〕ぎ`1も♂)

上なりつ｣あり,福富力会社にJ∴､てもこれが新.制肱ん

に対し節々の計画がなごれている｡すなわち`.鑑ノJ系統の

rγf酎1勺運営のため,また最近でこ~り棚皮数,華挿廿里町刷御

装苗基はび遠力監視制御装苗町増設が計両ごれて･.､三川1

状上り,ますますその進歩が期待されている｡

･････一→テレメ→タ

･′-一叩--:更蓮盟

｢=｢㌻

ム
(十)

第35図

Fig.35.

鶴-〝一

ノうノ
▲

パルス幅補正
方 向接臭

▼J_

.十｣よ

水位記録調節計の動作原理図

Princlple of Water LevelRecord-

ing Controller

フリ0･--････--d

日立製作所で㍑装満位)改良土新ノノ▲式の闇発こ鋭意努力

しているが,需腋表作位の御批一用土御指導を切望するも

のである｡
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日立製作所社鼻社外講演一覧(昭和30年5月分受付)(その2)

演

日 本鉄 鋼 協 会東京電々公社管理局

中 国 通 産 局

日 本機 械 学 会

非水界面化学談話会

低 合 金 鋳 鋼 の 研 究(第1報)
任Cr-Mn--Mo鋳鋼の機械的性質について

自動車側電装品気化器について(大型中主体)

巻上横にかんナる一般理論および保守管理

辛 気 圧 式 静 釣 合 試 験 機 の 榔 究

タービン油の超泡性杭乳化性などについて

実用新案登録第427419号

新 案 の 紹 介

多 重 目 盛 を 有 す る

この新案は割裸1の両側に目盛られた目班2才♂よび3

を,たとえば2は赤色,3は黒色のど上く昇る色たもつ

て目玉残り,指針4も日露2,3 に~糾■`ilする部分5および

6を:興る色に塗ったものてある｡t/たかつて指針の指示

の読取りを容易ならしめ迅速正確に読みうる効果を有す

るものである｡ (田中)

丸

所 属 講 演 者

亀有工場

本 社

本 社

亀戸工場

R競工場

宮†時 勢四郎

古 屋 勇

氏 原 良 男

淡 川 泰 正

橋 テ台 男

豊

指 示 計

雄一

器

内
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自 動 燃 焼 装 置

Automatic Combustion ControISystem

一り′一一一一一一一-■-■▲←▲-一■り一←一一一一--→-■-■-■--▲一一･′一′●一一-■-←■■-′-′一′-′----一■■▲′▲′▲′■′一■■■-■ヽ■-←､′■′一′◆′ヽ

日立自動燃焼制榔装置の調整器は主調整器,燃料調整

器,空気調整器,炉l人1圧リノ調整器よりな一_〕ていろ｡それ

らの調整器の検出部∴･㍑熱線型の新方式が批､上=､jヨtて,

機械的偏イ､■′二を電気的に傾聴L,二れを磁気粟幅器こて丹

帖して拭作電動機せ電気接∴■.i､を川いないで自動制掛けて

もげ･㌣あく∴づ~■て∵二一隼1ソ､上も妬洞こ二運転を績〃--ごいノ:)

~-〔 ′

′､-′-′､∴ノ′→-/一＼-′--/-､-/【ノーーー〈㌧一-｣/→し/ノ､ノー＼_ノ(_/-/-_′､∴｢ へ
へ

-､(.へ
-

-
､.へ_/-＼_

第1図 A･C･C.(自動燃焼葉苗)の調整
キ_1- ピグノレ

Fig･1,A.C.C.Regulating Cubicle
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